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日本赤十字社におけるHBs抗原検査実施体制

HBs抗原検査（CLEIA法）：1回測定

陽性か

1回以上陽性か

Yes

HBs抗原検査（CLEIA法）：2回測定

検査判定「不適」

HBs抗原検査（CLEIA法）：中和試験※個別HBV-NAT追加試験

Yes

陽性か

Yes（and/or）

※中和試験
HBs抗原陽性検体の特異性を確認する目的で、検査系にHBs抗体を添加し、
HBs抗原検査の反応が抑制されることを確認する試験。抑制率（%）が50%以
上を陽性と判定する。

献血者から始まる遡及調査
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